


































































































































































































































































































































































（）例えば、『季刊　ビジネスレビュー』第 39 巻第３号（992 年）のテーマは、社会的存在としての企業である。
（2）広瀬幹好「日本企業と経営者の役割」（関西大学経済・政治研究所調査資料第 07 号 『現代社会における人間
関係とリスク』200 年、所収）、59 ページ。　
（3）Drucker,P.,Concept of the Corporation , John Day Company,946. これについては、下川浩一訳『現代大企
業論（上）（下）』未来社、966 年として、翻訳出版されている。尚、本稿では、993 年発行の Transaction 
Publishers 版を利用している。
（4）Drucker,Concept of the Corporation ,p.30.
（5）Drucker,Concept of the Corporation ,p.5.
（6）Drucker,Concept of the Corporation ,p.20. 下川浩一訳『現代大企業論（上）』39 ページ参照。
（7）Drucker,Concept of the Corporation ,p.6. 下川浩一訳『現代大企業論（上）』2 ページ参照。
（8）下川浩一訳『現代大企業論（下）』第３章参照。
（9）Drucker,Concept of the Corporation ,p.20.
（0）Drucker,Concept of the Corporation ,pp.20-2.
「道徳的主体としての現代企業」の存在論的意味　　再論：道徳的主体としての現代企業 39










（9）これが「ビジネスの没道徳性神話」（The myth of amoral business）の崩壊と呼ばれている。
（20）フリーマン（Freeman,R.E.）のステイクホルダーセオリーが代表的な見解である。彼の最近の著作として、










































business ethics に相当するロシア語として、 と がある。
（45）「水俣は問いかける」（『朝日新聞　夕刊』20 年 6 月 2 日）。
（46）経営者は、会社自体の代理人として、確かに佐高信が断じるように「人としてとことん悩」（「水俣は　問い
かける」（『朝日新聞　夕刊』20 年 6 月 23 日）むことは必要であろうが、それだけでコトは片付くのであろ
うか？。
（47）これについては、宮坂純一『現代企業のモラル行動』千倉書房、995 年参照。
